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高周波感応による電気雷善の発火

第一報 短波による高岡,B拝起tZ:涜
(村 Tn27咋 3Jl15rlJl TLu
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(那 ;̀大学工獲野火'5:単粒n)
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P近Tl領市野のL3L究叩故のB.悩 中に花川技工サルギ

-が加えられるようになった.これはqi哉i雷管に(切
払82校むと成る乃さOTJ粁現が肘筋Tろので,これが
試用澱を受けてif三でるmArJ故T::ま肘こ上ろものである｡
矧 こ笑按に屯った= 三の71F比的並びに米田に放ける

LW他と鼻 梁人出 ,熊 手放逸 無位芯汎 レーダー
などの各棟発狂{嶺の近切で7-J･われた7:g.珊 兇火試領
の鞍男!カ確炎せり11.,危険臥非や書経 /)FIJlh.荊さ11,で
∵L
いる｡tlfL潔Ji(穎7)近坊に放て防なされろ布用氾唱法

と鞘也の旅 件.tqx,ほLE摂謀.D山ノ).M位Zl.舛現
職 の形状及び鬼石ttからの鵬 なととのr'()か可緒を

FF抱に凍明したもJ)が見ttlらないので.こ4)..コにfqL

小qlJの7古用班報告与:村花を和1立てて 7.L耕)KCI.ItLi.のlTL

泣lこついてgT-l-の'iq悦infEt即を粥みた｡

ll 実 験 方 ま

芯LtJ波YEた姫;守として短日 の如きハートレーfl1iZ古を
机立てた｡安ま帖としては312(1)にtl.した如く,二

木の軽秩ガクエH,fuJLこi江現状にyiった糊 に芯鴎7)t'k

ほに布q法屈託計と,田投の亨≠JhEIに印当させるため.I
小詐il((150PF)の軒芯神とを附した由1:陀 2fl附した｡

r月カブス肘LEjの蹴 Lを 37unlに問r.jifL,iLE鏡に襟

しては'/hLに咋硯T'LJlEaIAJを雅 摂コイルTnlに〉lL7rにiltき.
in)も放映軌路fBJ中心をコイJL申.L潮の場長｣にあらし

めろようにし.この罪緒を作たせ乍ら受故紙を水平に

移動させてコイJLTnJIi.心と把捉r叩.tiOirllJL･との餓 D
を,又叫塊のbJi税をガクス棒にnつてJlに拘らせて
択伐のZ;.I)ざ̀一女変化させるようにした｡
かく紳輔 した受渡肘こノL-[レーll11311から発する苗

I,Wlir･･2け:Lせて発基蕗き駅の入ノJI'(川ノJは効串を50

チE''と+れば l',2),発案コイJtから脚ねまでのP甜 D

及び恥辞のalき,･1_r･疎 に々変化させ.究inを故■llの可
変黙T;a誰をW Lてこの附軌 Iljhに裾あく用氾故を同調
させた1蛤 の市JtJ戟抗起電班 L,を上妃の拓l)i泣屯洗

榊でi批 し,I′とJ',D及びuとのPe休tf求めた｡
tlをOからJOcmまで,J'を10から150Wまで変

見て取 をffったが実軌 二川した芯糊llTE統計の措焚
よく.陳とLI1第∈ろ滋凹は lW-5伽nl.･＼であったのL<･夫

々のIIRt.I/一にlL.Thじこの松腔のTE続を比ずる迫現内
の跳 /Iにて /,を攻めた｡rl71..W.'J氾軌は ?,OC0-
7-6LiOKC であったE,併し判られた悉くの.肺iiは並び
にl即&規炎を列陀することはqtわしいの-e代&的のも

のL,ablElして抱月!を逮べろことLLす る｡

Ⅲ 英鉄棒乗及び考察

り n と J′との関係

tz-20cm,同.Yll'J汲靴/-7.12Oh:Cにnて.lO,20.
3D.50,75,too,125及びユ501V の竹入ノJに対して行
った1湖 のVuJ!から D と 7.とのFT旅を周311ぴEil

Jに'7;Lた｡LILLL14は 1ogr)とt叩 (,との叩旅を
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P =図 6表したも

ので.団.こ見る如くm なdn馬体羽tJちれた｡こD馬俵は D が右

に近づけば.旬ち受渡帖を苑嶺コイル垣に持ち菜たせば I,カニ無aL火になろことを 京すが.;6なには無At人に

'なりftlf_･いので,どこ迄も成立すべきものではT=いb

'･,かなりの葺胃必 三波立するものとQiだして団Jに72

11ろ策税 印妨 D曲tI部分は団Jの〆ク7J=から稚

五三して点いたこ布周波l寸IL･i-の臥床L.Jm の牧舎



1飢I 1 54 200 ZIS ZヱJ 227 250 221

20 1t4 211 2JI Z40 2J蛤 242 23占

30 171 214 242 244 243 24ミ〉 240

50 1SO _}_20 2_17 247 252 250 2ヰ7

hr) 1珪抗 JLlとIrとのEE昧
以上は忘頒7)は瀧 に石炭汁以外7)抵抗を入れたい'C

7Jilた3u のt5梨でも,-35:,二のぢ諾;(7)奴は IH土
0050 で迅雷の電叫の較･it上I)も小さいJ)で 夫に
ここに花誰計と共にiEl株 抗を斡人してg;書 を行っ
た,

8-20cTnに於.ナろそ･TD畠yar三炎Zの如くであろう:'

これを夫 巴々て J)-30亡口及IL.<50cm に対3ナJIJ虹
751SO Z28 252 254 256 2511 249 に斬 (例iはI)-50cD.p-SDl＼で FrカJilJ)

looLSI ;47 …≡ ;6256 ≡芸 …芸 ;≡ - こは い ミ252×芸 -52-A,したものを封3125
150 1 - 257 263 2亡4 2占4 257
LL)P と ん との粥繰
rll純に 〝-20czllに放けるbe:独仏からI'とI.との
開帳を謝 っせば凶5及び Eil6の如くになら｡則6も削

TjEの齢 と伺坪にk.1数詞 併 セ 7-T=L,ZoL･J'と1ot;II,と

について拡挽雛 がはられ た ｡ そ して この齢 l二は包

5の曲頓の形状より推潤し て
J,= 上空I'!

とOi足すかば IogJ,- '̂=+vtlog I'

で,Qは団6のiEl投J)方向牌 でもJ).これをE3)上で
求めると サ Ifとたち｡yt投のi;lきb.2OCm以外の

JD合に放ても口述にしてカとめた正也の'JJFE7Jtqlは上記

のPlこ嶋等しい｡ESFち全作を飽L;て

Ir-上'J p に近い東錦jIIuられろ｡

I dとI'とのBE嬢

a:に也 の々P.=符して紺f=榔 及び.･t甘船より一
例として D-30cm.入力 51日111ぴ 10Oll のJYT
につt･てロとI,との戻綿を図.1=すiLは回7な7Uも.

tilに戻した払EElでは岳竜句読Iim の開きに嶋◆Jt附

して村加しているが.空lこrL'lきカ:火になるにつれて訣

柾TtL紙の村bl群は次邪に奴少ナ7.｡
穀 2

rt.
ル イJ

I'501V J'-ltJ)W
CL zll̂ m^

50 005 271) 4UO501 1115 225

50 1Ⅰ5L音曲,1 141 2(2

50 Z I6 145

30 2 295 4･I7

30 3 252 3ま2

30 4 200 292305 )a) 乙シ1

30 6 1JO 205

30 7 )20 1SO

30 8 118

1j a J_0 W

に77:し.この他な以て回8を乾いた∋

l† J)EZ3t)czn J7-50crll

I-.ESOll● I'.Ill)W P-501＼ L'.ILK)W
u mA rna TTlA TT)A
oo5 853 1.230 27U 4(ル
1 447 6常 1▲5 22J
2 295 117 96 1▲5
3 252 3SZ S3 1A,74
4 200 292 65 95
5 L60 2J4 エZ 76
6 1･約 205 45 67

120 lSO 3才 Sd
s % 140 3Z 45
ここに示したJ''W もたて穴3氏に放けるも7)leら
ち.抗iiJ屯EをJIとすiLは

I ,1,･()･91 .lJ

で.閉 局の附 牛は )･Vlc.也

L29ちF.]即寺には脚長のインt-yyスの交洗m )は0

とf=I),/,はJIに比比例+ることに/.ろ｡図8の曲

税は略この現bfLを示していろ｡
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苗用改発批 正に鶴く近譲してES(m汀の芯租L=iQ

起引 Lろであろうところの市月泣言誠+_,iB琵7)暮鞍拝T

に枇 したのであるが,急杓の小h!ES蛾 であり発頬

張訳に3X小払馴 】いr.文花周技を受けろy絹 の長さ

も弘だした｡そiu=も拘らずかIFウ憩い筑恥 Jl

せせられ 迅汀の点火繋舌二見火するEi供電話以上のも

のb:容必 こ摺られた｡そして執 こ顎Jiした枯I!,b:に

この蛙の何題に関する文鼓l二も延べられてい,I.独り虹
瀧 は迅雷の受託での挑 発火宅誌と有用さの雌 確

火電設とは韓相等しいことカ:拓かめられたので.払常
の.･'.(火車に対しては各5]E=放て 200～300 mA以上の
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許せ砿鎌t･,TTナLf城.三発火危FaLZ城と兇なさILくては

TiらfLい｡LluL前記IY)のqで淡めた的恥こ従って各
tの屯諌打は_屯紀の抵抗lコ益L;て袖7r:.せられるべきで
あろことは勿為である｡この齢 に/lTE絹に於けち発

射 セI'fttIと見f_.せけ 電IJiの妊ijtにJiLt例し
てPC加 鼓さ:誠,9するので官能7)抵状か人ならGl花川

茨に上って発火し濃く'たちと準えらiしろ｡

井棚 に基Ifl抱を附す1_ちばV!l二人fJ.ろ電淡が排

和せら)しろであろうが肺肝h'机ほになろので以上の如

く仰yJに妃AL的刃係を見EIIナことはJIJ肝であろう｡又

yf投を充分にjtくして朋 させた噺 rJ=は上()人たろ

花iW がIIJらLLl<べきでも7,.,故に発現熊沢の山ノ)か
小さくても他の杜仲の如何によってはGi紙に払JJ.EC

屯;E漣を.'1-.i:.-b銘tT背発火の可nEtSが充分に抜めら
れろ.

締 書とtrうに当りn相良交織 2Zの組立に山ノ)さ
LLly!97JiLJこついてもほ々 旺荷等を払ったTiIIJ177人
蛇にJすくLZ川を小Liiベろ｡

文 ■【
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